
〈住宅施策部門〉当麻町 当麻町産材活用促進事業

事業の特徴
事業内容

関連施策 事業効果

・当麻町住生活基本計画
・未来へつなぐ宅地循環促進事業
・住宅用太陽光発電システム設置
補助金

・木質燃料ストーブ設置補助

定住促進を目的とした明確な制度設計としたこと
で、町外からの移住定住者も増加し、人口世代の
均等化、多世代の交流も増加している。
併せて宅地造成（32区画）を行うことで、良質な
住宅環境の形成を図れている。
関連した複数の施策により、木材の地産地消に繋
がっており、地場産業振興が推進されることで地
域活性化の促進が進められている。

○事業期間 H2５～

・定住促進を目的とし、当麻町産の木材を活用し住宅を新築する者に対し町産木材材料費を２５０万円を限度とし補助
※構造材及び内外装材（50ｍ２以内）を対象としている。

当麻町全面積の65％を占める森林から木材を伐採

製材工場にて町産材を製品
化し、町内で産地証明を発
行できる企業にて構造用集
成材、構造材等に加工

・交付申請書
・事業実施計画書
・町内で産地証明を発行できる
企業からの販売額内訳明細書

・建築確認通知書の写し
・各図面
・個人情報利用同意書

■建築主が町に申請

工事完了後、町が確認
し、金額確定

事業フローチャート 地域材活用によるまちづくり

・当麻町の豊かな森林資源の活
用をより拡大し、循環型の森林
整備を目指す。
・計画的に植林することにより、
ＣＯ2の固定化等、環境負荷の
低減が図られる。
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